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□ 区からのコメント
・今年度は地域へのアウトリーチや、アンケートの実施、交流の場の開催など、地域住民のニーズの把握に積極的に取り
組まれました。新たな交流の場づくりの取組である「みどりの輪」では、特別養護老人ホームニューバードを会場にイベント
を開催し、多くの参加者を集めることができています。また、活動団体同士での交流や情報提供を通じて、ボランティア活
動へとつなげる具体的な取組が行われています。
・併設している地域生活支援センター（さぽーと・うみ）と連携して事業を展開したことで、認知症の普及啓発、新たな交流
の場、相談・支援体制の強化にも繋がりました。今後は、地域の情報を住民と共有し、地域と一体となって課題の解決に
向けた様々な取組をさらに進めてください。次年度も新羽地域ケアプラザの強みを生かした取組を期待しています。

平成31年度 新羽地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
市営地下鉄の駅がエリア内に２つあります。住宅と工場が混在し、地区西側の丘は市街化調整区域になっています。地区
の東と南は鶴見川に面しており、豪雨の場合の防災についても関心が高い地区です。高速横浜環状北線のインターがで
き、大型スポーツ施設もできたことから、車両交通量の増大が予想されています。
高齢化率は新羽エリアで１９.６％、北新横浜エリアで１６.２％です。北新横浜は有料ホームや高齢者専用住居などが多く
あるため、
介護保険要介護認定率は区の平均よりかなり高い特徴があります。
年間を通じ、多くの行事が開催されています。今年度は町会によっては老人会・子ども会が活動形態をかえていく変化の
年です。
集まれる場をつくろうとする自助活動も始まっています。要望を丁寧に伺いながら、小さな活動も大きな活動も、より多くの
方へ知られるようにしていくことが課題です。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

家族がいても見守りが困難な場合があることを、地域ケア会議で地域の方々と共有する。
１.個別ケア会議開催（2回）
２.包括レベル会議（1回）

地域向けの認知症への理解と相談窓口の周知。中学校以外の地域にも認知症サポーター養成講座を開催する。

ボランティアと協働で住民の声を聞ける場を持つ。住民のニーズ把握とともに、ボランティアの活動の場を広げる。

いろんな世代、背景の方が交流できる場づくりを行う。

基幹相談支援センターや後見的支援（さぽーと・うみ）とのさらなる連携
１．職員研修や会議などの折に、双方のスタッフが話せる機会をつくる。
２．ケアプラザのお祭りやロビーで作業所の活動紹介も行い、知ってもらえる場を作っていくとともに、所内スタッフ
の障がいへの理解も深めていく。
３．そのうえで地域に障がいへの理解を広める発信していく。

・認知症に対する理解や、普及啓発活動の一環として、さぽーと・うみの利用者家族に向けた認知症サポーター養成講座
を開催した。
・住民の声を伺う機会を持ち、対象も多くはないがアンケートを実施し、毎日の活動の様子を知ることができた。また講座
やイベントを活用して、定期的なボランティアの場を提供できた。
・継続的に貸館利用団体の交流会を実施することで新たな出会い、繋がりが生まれている。また基幹相談支援センターと
の共催で行った『鉄トーク』では鉄道をテーマに様々な方が混ざり合い交流する場を作ることができた。
・基幹相談支援センターとケアプラザ職員が情報共有できる機会を持った。またケアプラザのおまつりやロビーを使った作
業所の活動紹介も行った。交通局からの依頼で、地域生活支援センターやしんよこはま地域活動ホームと協働で、高齢・
障がいへの理解を広める研修も行った。



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

91 92 90 90 92 91 51 52 53 55 53 52
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

91 92 95 95 93 97 51 52 52 51 51 50

３ 通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者
実績
（人）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用者
実績
（人）

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

1,利用者と信頼関係の中で安心してサービスを利用し、
介護予防に取り組めるようにアセスメントを行い、各自
の目標に向けて実践、評価できるように支援してまいり
ます。 ２、困難ケース
は地域や区・他事業所と連携しより良いケアマネジメント
ができるように努めていきます。

1.住み慣れた地域でその人らしく生活が営むことを目
標とし、ご利用者の意思を尊重し、心身や置かれてい
る環境状況等に応じた居宅サービス計画の作成のに
努めます。 2.サービス提供
にあたっては、サービス種類や事業所に偏ることなくま
た、介護保険サービスのみならず地域のインフォーマ
ルサービスをご自身で選択できるように支援いたしま
す。 3.外部研修により最新の情報ｗ
ぽ収集し、福祉拠点のケアプラザとしての責務をはたし
ていきます。

保健師1名 社会福祉職1名 （常勤2名）
介護支援専門員 管理者（常勤兼務） 1名 常勤
1名 非常勤 1名

・冊子やプリント、パンフレットを活用しながら、複数の事
業所の説明と、ご相談者の選択支援に努めました。
・団体ご利用についても公正な案内をいたしました。

・全職員研修で防災、緊急時対応、設備説明、救急対
応、個人情報保護などを行い、未然に事故を防ぐととも
に意識啓発の機会を持ちました。

平成31年度新羽地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・ご相談の際にはリストを提示したり、複数箇所の特徴
をご説明したりしながら、公正なご案内ができるようつと
めていきます。
・館内のご利用も登録団体が増えています。新たな団体
にも利用しやすいものとなるよう、ご利用者に参加して
いただいての利用予約会やロッカー保管場所などの抽
選を継続していきます。

・全職員研修で防災、緊急時対応、設備説明、救急対
応などを行い、未然に防ぐための対応力も高めます。
・全職員研修で個人情報保護についても毎年行い、意
識を高めるとともに普段の業務の見直しをしていきま
す。











番号 事業名
開始年
度

事業
主な対象
者

従たる対
象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期 実施回数
延べ参加

人数

　　　横浜市新羽地域ケアプラザ

　　　　　　　　　　　　　　　令和元年度　自主事業計画書・報告書

2 179

3 305 介護者の
つどい

H26 ２包括 1高齢者

1優先的
に取り組
み

新羽地域ケアプラザ・コミュ
ニティハウスのPRを目的と
した事業

不定期開催のこの事業は、音楽という誰もが親しめる媒体
を通して、地域ケアプラザ・コミュニティハウスをより多くの方
に知っていただく機会を作る。

4

ドレミっぱ
♪

新羽音楽
会

H26
１地域交
流

5地域 地域住民

地域住民
1優先的
に取り組
み

介護する側も介護予防を意
識し、早めに相談できる場
を知り、交流することで必要
な情報を得て介護に取り組
める場とする。

年3回行い、スケジュールを公開し興味のある回に参加いた
だくように工夫している。　　　　　　　　　　　　1回目は介護保
険を学び、福祉用具を体験　　　　　2回目は口腔ケアを学ぶ
3回目は栄養の大切さを学ぶ。　　　　　　　　　　　　　各回とも
近隣のCMも参加し交流会を行う。

1 12

10 5023 ダイニン
グ28

H28
１地域交
流

5地域

1優先的
に取り組
み

地域の住む障がい児の余
暇支援を目的とした事業

港北区北部6館共催のこの事業は、障がい児の余暇支援を
目的とし。ケアプラザ担当地区内の障害のある小、中、高校
生を対象に外出、室内レクなど様々なプログラムで開催して
いる。

2 こうほくか
らふる

H26
１地域交
流

2障害者 障がい児

地域住民
2発展さ
せるねら
い

「新羽の地域で子ども食堂
を」という地域の一人の声
から始まり、地域食堂を運
営する団体が結成、地域食
堂を多くの方に知ってもら
い、地域の居場所づくりを
進めていく。

月１回、28（にっぱの日）日に地域食堂を開催。地域の居場
所として、多世代で集まり、ご飯を一緒に食べる場、繋がる
場をつくっている。

22 6881 たんぽぽ
にっぱ

H26
１地域交
流

4子ども 子ども
1優先的
に取り組
み

子育てボランティアグルー
プたんぽぽにっぱ主催で毎
月第2・4火曜日、第3月曜
日に開催している子育てサ
ロン

第2火曜日は工作や手遊び・読み聞かせ。
第4火曜日はフリースペースとして新羽地域ケアプラザ４F多
目的ホール２にて開催。
第3月曜は北新羽町内会会館にて開催。

3,438

合計

合計

74

事業

１ 地域活動交流事業 ２ 地域包括支援センター運営事業 ３ 生活支援体制整

備事業

４ 共催（１と２） ５ 共催（１と３） ６

共催（２と３）

７ ３事業共催（１と２と３）

事業の性質

１ 優先的に取り組みが求められる事業

２ 福祉保健活動に発展させることをねらいとした事業

対象者

１ 高齢者 ２ 障害児・者 ３ 養育者及び乳幼児

４ 子ども・青少年 ５ 地域 ６ 事業者 ７ その他



4 19

10 21911 カフェ・ド・
らんらん

H29
３生活支
援体制整
備事業

5地域

1優先的
に取り組
み

ボランティアをやりたいが何
から始めればいいか、どこ
に行けばいいかわからない
方や、新しい活動の場を探
している方などに向けて情
報交換の場を提供する。

・新羽町内の施設やケアプラザ事業におけるボランティアの
情報提供
・活動者の定期的な情報交換

10 ボランティ
ア交流会

R1
５共催（１
と３）

5地域 地域住民

地域住民
2発展さ
せるねら
い

世代を超えて、誰でも寄れ
る居場所の提供。地域の方
が得意なことを活かしたり、
新しい仲間を見つけたりで
きる場にしたい。

毎月６日にコーヒーサロンを開催。１４時から１６時の間、出
入り自由。

10 98

5 1689 お茶処コ
コロ庵

H28
６共催（２
と３）

1高齢者

2発展さ
せるねら
い

これまでケアプラザの講座
に参加したことがない方
や、体を動かすことが苦手
な方にも、音楽療法を使っ
て仲間づくりの楽しさや健
康づくりの大切さを知っても
らいたい。

毎月第4木曜日　13:00～14:30
・音楽ウォームアップ
・歌唱
・口腔機能強化
・音楽コグニサイズ
・音楽脳トレ

8 スマイル
広場

H30
６共催（２
と３）

1高齢者 地域住民

地域住民
2発展さ
せるねら
い

認知症に関心のある方に
集ってもらい、認知症予防
の体操や歌など楽しみ、お
食事をいただきながら交流
を持つ。

認知症予防も兼ねて集う場としてお茶や、軽食を楽しむ。
調理や配膳、コーヒーサービス、演芸披露など様々なボラン
ティアグループの活動の場にもなっている。

7 152

2 317
えがおde
おでかけ
隊

R1
６共催（２
と３）

1高齢者

1優先的
に取り組
み

老後の暮らしや、資産運用
含めて、新羽地区の方々を
中心に、権利擁護等の普
及啓発活動として講座を開
催。

6月12月まで、年間7回の講座を展開。老後にかかる費用、
高齢者入所施設について、相続・遺言・相続、後見について
案内。

6 未来これ
から塾

H29 ２包括 5地域 地域住民

地域住民
1優先的
に取り組
み

介護予防のための体操を
より多くの高齢者に体験し
てもらうとともに、老人会の
ないエリアでのニーズ把握
の機会とする。

ボールを使った体操
茶話会
アンケート（生活のなかで助けてもらいたいことや、これから
自分がやってみたいこと）



2 18

1 5817
新羽自治
会敬老の
集い

R1
３生活支
援体制整
備事業

1高齢者

2発展さ
せるねら
い

認知症に関心のある方に
集ってもらい、認知症症状
や生活における傾向等を案
内し、対応方法等を正しく
理解してもらう。

横浜銀行①と訪問看護事務所②の事務職員向けに認知症
の理解と対応、新羽地区の傾向など説明。ゲームを通して
相手の立場になる対応の仕方を考えてもらう機会を設けた。
①10月10日16時半～17時半。②11月12日12時15分～13時
半開催。

16
認知症サ
ポーター
養成講座

R1 ２包括 6事業者 事務職

地域住民
1優先的
に取り組
み

自治会の高齢者の生活
ニーズをつかみむ。地域で
集うことのきっかけを作りた
い。

健康チェック、健康相談
入り口での簡単なアンケート
茶話会

1 54

1 1715
認知症サ
ポーター
養成講座

H26 ２包括 5地域

2発展さ
せるねら
い

協力医より日々、介護予防
に取り組んでいる地域住民
や近隣のケアマネジャー向
けに、最近の医療の動向や
知識を得るための場とす
る。

「がんの最前線治療とは」と題して6月13日（木）16：00～１７：
00開催。

14
医療と福
祉の連携
講座

H29 ２包括 6事業者 住民とCM

地域住民
2発展さ
せるねら
い

認知症に関心のある方に
集ってもらい、認知症症状
や生活における傾向等を案
内し、対応方法等を正しく
理解してもらう。

高齢及び障害者がいるご家族の方々に向けた認知症の理
解と対応に関しての内容等を案内。8月31日（土）13：30～
15：00開催。

2 133

1 3413
高齢者を
知るミニ
講座

Ｈ３１ ２包括 5地域

2発展さ
せるねら
い

北新羽のエリアで集いの場
をつくることで、通いやすい
場所での楽しみを増やし、
それぞれが簡単な役割を
担うことで元気でいてもらい
たい。

特別養護老人ホームニューバードで多世代が集える場をつ
くる。
2回目の5月11日（土）13:30～15:00
落語を聞いて、歌を歌った。

12
みどりの
輪きた
にっぱ

H30
３生活支
援体制整
備事業

5地域 地域住民

区社協
2発展さ
せるねら
い

地域の地区社協として活躍
されている方々に高齢者の
対応や認知症予防の取り
組みを周知すし、ご自身の
予防として取り組むきっか
けづくりの場とする。

地区の区社協の総会時に開催。５月１８日。



1 817

1 1623 鉄トーク R1
１地域交
流

2障害者

2発展さ
せるねら
い

地域活動団体とボランティ
ア団体、貸館利用団体が模
擬店や活動疲労を通じてお
互いに知り合う場とする。ま
たこのイベントを機会に多く
の方にケアプラザ・コミュニ
ティハウスを知ってもらい、
さらに活用していただける
ようにPRする機会とする。

横浜市交通局の協力によるミニ列車他アトラクション、子育
て支援者によるちびっこ広場、活動団体の発表、模擬店、作
業所の作品販売、活動団体や老人会の作品展示、健康測
定会などの多岐に渡るイベントを、ボランティアの協力のもと
開催。また今年度から同じ建物内にある地域生活支援セン
ター海と共催という形で障がいをもった方の相談窓口がある
ことを認識してもらうような仕掛けをつくる。22

にっぱ
らっぱフェ
スティバ
ル

H27
７共催（１
と２と３）

5地域

多世代
2発展さ
せるねら
い

障がいの有無に関係なく、
年齢にも関係なく、集まって
ゆるやかに話せる場をも
つ。好きなことを思いっきり
話せる場にすることで、人と
つながる。

鉄道に興味ある方が集まって、思いのたけを話す。障がい
のある方も無い方も、若い方も年配の方も好きなこと（今回
は鉄道）を話せる安心できる集える場にする。

1 29

1 65021 共生まつ
り

H26
５共催（１
と３）

5地域

1優先的
に取り組
み

高齢者のボランティア活動
を推進することで、介護予
防・社会参加を促進する。

港北区生活支援コーディネーター連絡会主催で年2回実施。

20

よこはま
シニアボ
ランティア
ポイント
登録研修
会

H30
３生活支
援体制整
備事業

1高齢者 地域住民

1優先的
に取り組
み

地域のボラ団体と活動団
体、作業所、施設などの出
会いの場であり、地域に広
く知ってもらうための交流行
事。新吉田CP,横浜らいず、
花みずきを会場に多くの模
擬店や室内展示、イベント
を展開する。

多くのボランティアの方に支えられ、模擬店、室内展示、コン
サートやイベントを展開している。団体の出会いの場である
他に、多くの地域の人が初めて施設を知るきっかけともなっ
ている。

5 55

1 1719
高齢者と
障がい者
の理解

R1 ２包括 7その他

2発展さ
せるねら
い

南町内会エリアの高齢者に
集いの場の必要性を知って
もらい、自主活動につなげ
る

筋力トレーニング、脳トレ、音楽に合わせたエクササイズな
ど

18 みなみく
らぶ

R1
３生活支
援体制整
備事業

1高齢者 地域住民

横浜市交
通局

2発展さ
せるねら
い

日々、交通手段を利用する
高齢者や障がい者の声を
届け、高齢・障がいを疑似
体験することで、理解井を
深め、安心してオリンピッ
ク・パラリンピック等でたくさ
んの利用者を安全に誘導
できることを目的

障がい部門と連携し、交通局向けに、増えていく高齢者の理
解と、交通手段を利用する障がい者の理解と体験を開催。



0 0

1 25

1 10525
認知症サ
ポーター
養成講座

H29
６共催（２
と３）

4子ども 中学生
1優先的
に取り組
み

中学卒業を目前に控えた3
年生に認知症について正し
く知ってもらい、今後広がっ
ていく生活圏域の中で役立
ててもらう。

卒業前の特別時間割の中で講義する

1優先的
に取り組
み

認知症の方への接し方に
ついて知ってもらうことを
きっかけに、地域の課題を
共有する。

単一町会の役員さん達を対象に、町会住民であるメイトさん
に講座をしてもらう。定例会の時間の前に開催する。

24
認知症サ
ポーター
養成講座

R1
６共催（２
と３）

5地域 地域住民
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